
卜ろ中学辞湧俘℡に印↑ろ,。小呻俘吃の算敬 一散学石ヽよび喋跨C,和強

に治了る包複。Ｗ許教学の９習双幅訃よｙ教び豚=よる児蜜・竺答 の救抜評

泣の９邨について

J 111 検継　秋田辱平窪｡郡早良町立賎雷中営蒔

艮和56 年冷　科学恥:膏託宗宦寂々 ｡包

繍学敢Ｓ ，秋田7こ労旅寓学部

． 研 窪 の勧祖 とＢ 的

箭 泣 ・我 国ピ1 二;卜 ご簒敬・敬唇に対了る僊冷ｌ 測を ずる凝ﾌﾞ7こヽ引･北 しｒ

Ｍ９.MILMAsｌﾋ ‘ヽのij 定.両両が問 硲･ｊ･か.茫･． こお.らの滓は 砺屏に祖 験 后．．

まと．して将 延的一骸好急的銅佃にｙ,ヽわそ雌雄･s . 乎当授 ，信辺地 モも

って剥定してい 石ことが･昭らか にごれrと．

歎 田犬俘教 育憬部但 俘教育研啜室研 皆生=ほ り研官・ 揖 会･i=与えら4口E

筆酒11,．「コし,め ．呪 蛮・他･便 め簒敦・敬学に忿･;1･ﾐ,魅良･E測 定１ ることは

非 常に乙ヽＴ漣ヽ い ヽと考 丸てい 茫 ．しヵヽ し ，指導仮名-め強調5･茄 ｇ助言 を

か 了叱り ，数 毎，くの他 埓に畷 可る女i訳を彼J，坦t, につ気 ．袷 攻は政 定可

鱈ｒ ｂ るこ と百９ 解 し ，児誉･佳.貌 の茸数･数T労･に台 する櫃攻に.豚,ピをむら，

苓･れｉ ｉｊまして今拾 の教膏,め学 習指 蓄Iに司 止ｒ て行 くごとに研 凭 の道･1

みい 出しを ，

そこて・・･若に･･ぷ の目的ｙ5 つで ．台介ぬ６ 覆し てーいる中学校 と.澗 一孝

郵ｃおける小営践（ ２詩 ）が 足窃･包花 Ｅ対 亀,に ．EI.ぷ･’こ原ー発さ4･, Ｒ 測 良

RH!「Ｍs` DI さ に悛 って箪を・数辱･に敢１ ゐ低 度零を調 査Ｔｉ こヒにQ つヽ 駈．

その 召豹Ｉｘ 別‘4孤ば四項 冒になる ．

日常 の将 嵐jﾜヽ ら喩1づ･る喫繕ｒ ｔ!．ぺr 71.相潭内 匙の徽 馬冷 ヵヽら考 え７ t･

高営 坪にこi･るに 従って好戦’教零i;=鮒 耳る箆攻が~ち べ公一っている ことか･干

孤ｙ れる ．そ こで･，

田　 Ｗ裴考 な に匍’ｌ ろ幡 良|ｺ 俘゙年連行μ=応じてと･め。t･う に 音化了る,か ．

寡敬:，敬９ に射可る轜凄と箪靫,惣学の或偶（９ ヵ ）の際ににJ一般に 弱い

禰啄 駒‘jうる と弩えら叔ているμ ．こ･れに対１る知 見 を蒔ゐために ．

ａ） 貧数･な俘に治1･ る鮭飛と９ 力 の問 にに1ど`のようＱ･阻係ｙJ5 る か ．

百瓢 駈弓 の授 栽吸 原は吟く ，算散散 営に対１ ろ祇 疲ヵヽ ･咎詞:の知覧に如

可る 樋皮（ 全散仇 ．そめ他 ）と密接 な陽係rｘ恥るこ ヒy。・７ 瑶こ･れ る ．そ

こで≒

一心 －
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促　 皆戎のみ強咄昌態μ1は々俘進折 に 応じてごう浩化 可る･か．・ 丘唇靫･政

学に紅１ る低 度と学枝 の勉強に灯１る鮭凡 の簡にlg な のよう Ｑヽ凧係かy･

あるか ．

楯 原管領 の盲 数･、咳'忿の目柵に･ ;F)るように麹斑お･重梶ｙ お.ぺま1=ぞぽ

・他誌.の相 尊母政 に:は略鳶 の評ｔｌ 記入ＴるこビになっＲ 。帑に翰tj はご

のよう なヽ 方砥ぞ評 定､ｔ るドS 追求し Ｑt・7･ればなゐＱヽい嘔逗･め仮廻 て・ある

が･　．そ の･子祚かり として 、

咄． 構齢数 雰に翁 可る 惟忠と.教師にj･ る児痘蛍ミ の百家一凍 健に奸 可る態

曳評 竟め圏ににどのＪ うな関係があろか 、5･哭.教 師にJ る` 児 昏怯院・

匂'ｋ･敏営 に割･i る就 巌評 定ヒ俘 ﾌﾞﾌの問には ひのｊ うｌ 問骨かヽ ･あ るお 。

Ｒ交 の民 罹は茸装･敬労に鮒1･ る結瓊に嘔１ る研筑 の基礎的ｌ･珊Jg 複式

７ ５托･1寸巧く刄 散 叡営の拒ｌ ・改善に 屁捲 ．圀轄胞･､ヽ t．-C行５ たい と考え

る ．しりヽ し、こ の研喫 の或 聚ほ 、柵鍼 着Ｓ･公立小中り･政ｊ･生気 で･Jうると

はいえ 、賢 覧の皿域12 2;ﾓ)る の芒符 殊昶Ｓもつことが 考えられ ．厦りに一

如化.了るに ば無理ｙ 而るこご と ツ1 中ヽ皆生 の全体の御 心を治査 した砺喰

で･拘 禁宙践 に=むとず く むのそばli い等で≒ いくフかの限泄ｌ も つことｌ

付けＥ:JえてJら・く ．

2.　籾鵜１ と蜀淀 につい て

（l） 楓
し
漱尨に ついて

袴験石･ｇ叙 四 葬面部におる小暫政二戎 ．申労戚一銭ｙ 尼塾生箆で･あ

る．このＥ放 の呪也,を侃 Ｅ試験肴 として遅 んＦ 梱宙13=，征刄ヵヽ ,･この巾

９ 蹟に唇,務 してい ることと ．小 導柊二域は中９･蹟 と同一悒？ ぽｖｉ,り．

小・申一章しＲ 細ｌｌ したいｔ.考もＥからであ る ，な みふ９政ｉ 倅住.は

発 運段階ヵヽ ら考えて今回り 掟弧血 朗りヽ･ヽあると仙術 し，徊 資･か ら諦外 レ

託。 組盃当 日欠鳥し 之毛･ヒ記 入も 叔 の

函る鳶 色は 除 外して廻,躍し ，農 しヵ匈

帑ｉ･数l＝な っａ 。

加１･は ／９８ｙ年９ｑぶ 日から 口耳２日

切悶 に行Q ヽわれ ，学放 に ぷ って 梱畳日

瞬･に箔 可 の詮は;F)るも め の ，各 労域で，

一斉に労鍼 担任に良気 していＲＦ いた。

む耳こ恟` つて ，誤嗇瞼 の･ir’jれLこＪる 問題

忿はない 。

－/ﾀﾞ

衷１　 袖験毛耽

銀鈴 ９ 忿 計 細数

小
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Ｇ)　浩定について

ａ．算数数学に対'4‘る袷准の劃定陥具ＭｓＤ．ＤＡｓの一部i,図１に赤1'。

と'らら･Ｄ詣１詩陥は５分濯良り ．ＭｓＤのJ鳶合ば所叟 ﾀﾞ)唱斬 に｡０印i.、

(:)μs`の囁 合μ飯当可る項且卜c) 印 を ．ｉ 栽的に｡記入･?J･る。

図 １　．Ｍｓ口.ＤＡsの一部

Ｗ怠'･が れZ　　　 ぐ叫 ｐ)

の 牢７がJしQヽ い ＿:＿;＿；＿･こ こ.: ＿恥 朗 しＲ

(g)iシ)しい　　. ＿;＿:－:－; ＿Ｌ.｀_F のしく恥l

ふ

Ｉ

卜 £)斟'寺
―

－ いる

（ ひＡｇ ）

に ほ 噺 く･Q･IIQX ’.官 靫･Q らヽ 巡 り･･て

１０ １ 泄1 こＱ 弓･こχ 聊 ａ･･ 闇･t,;`をひ,？I,る

：

ｂ

Ｍ帥 は 附で!‘邑からなり 。それ･ﾓ・奴に‘フい てが竟､妁粧轟に は大 、非

ｇ 征治 旭志には 小の個ｙ 參jり当ぺ･り奴 、そ、;り台勣 石一部人の悒場埋｡と万

岑 。ｐＡｓは各項 冒むにａ なっ竃司 眠が唐 丸ら４に 函り.c) 印‘i才卜7

R 擢ｅ の孚丿匂値ｉ 個･し の鮭 攻値リ る 、

、 営験働を強 に如７ る略冷・ 刺 史阻躊ｌ 回;2 ，ゴ示マ 。中響:まの場合

のＭｓｏ･ｸ･因１ 公苅･ｸ･･琵 環ｉ 考鹿 しｔ 、評価腔 囚谷の 、刀儡祖ｓＪ ②、

附檎越９ ぷ③ を再ヴ 。こjtに聶ぷ柱の側面として＠･2 叩 丸。俘賤のら

勁tて如一了 る 態 度･ヵ測良 凧貝とて る。

図２ ．労碕の勉強に封１ 尋社111測 定 荊貝

の 131

(Ｄ ｀ﾌｉ ら ひい ＿;_:_: ＿:＿;_: ＿ 石ヽも し ろtl

＠lie ず か い ・
Ｉ

Ｉ や･さ し い

⑨１７きりしひい ＿:＿:＿しし Ｊ ＿７ つ 恐りしＥ

母 お も ち4嘔 る＿し こし こ＿ご゚ ＿‘ねう乃が Ｑ`い

ｃ．官暫､歌営のな 習収栢（.営力）－さ９破 と=もｉり･蔀･禾の９ 習筑邱

をも とヒ して バａ.歿猛将跨評価 にＪる記 入.をして=もら っrﾓ:。j り’

夥り）啓署 内忽1コとのー９ 坏も敬ｌ に闇１･る舟 野で．敬・ 貳`ヒそ の計

貨 押中tＱ･ ･こ-Ｊ）る。

ｄ　 教師にｊ る 児1･ 督徒の毎 度評･政一観託Ｉｓ ３ のＪう に示 に 五

報刄拓討評但|でＪ る記入li しこもら つ瓦 ．

鰍ろ ．教師による嘸 喚評 定め観9 、

忙包ヵヽ らみ 21兄;囁･唾綻 の雅敬豪 宕に詞･１ る鮭角丿色騨価 可る

馬 台に11 ｒ窟政教９ に対 して禎砲台ヒとり如 んて・・いるｊ かと･'

うかて・判断 して下･さい 。具伴 的に司:、(|)授載に聊暉・層心'ｌ も

って･ 力　そ んで゙いる｡、c2)兜包､の詰 を`遠 島して 砺い ている 、ａ)

問堤や･裸碧ｌ 褐禰 駒に寿 いている 、紺 忘れ場ｌ しな い 、など

-y ｒ-
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Ｉ

Ｌ

を むとに 八1;t)く ５ でも先 生の口'命如こ,ヽ寅硲にも とすぺ 評価で･刀ヽ

51ｕ lr ｔ んｙE の聊 ．児硬強 硬の壹習気媚 に巳ら 抑れ口ヽいＪう

にお 願いしｕ ″!･ ，

３ ．尨 黒 と 考 腐

ｍ　 笥.玖老 骨に治･７ ろ拠 削 ａ９ 年 進 行 に 応じ て ﾋﾟ めＪ う に 者化ｌ る お ．

'`４
ｓｐ 
・ ＤＡ
ｓ･゙`
‘７)剰 宛一拓 果 は･' 笥 な 歓　 玖２リ 諦'･17 啄に吋l珊 舶i ”・

９ に 対 しべ 。小９ 礒 億 刄 諒ｒ ば 将 免妁、

昌 営４ で丿ｊ･や や 好 応 匈 、中９ 枝 ｕla じ

ち ら ヒも‘Si な い ヒ いう 反応ｌ･ 示 しＲ

( 中 間 的 鮨肖 と:は Ｍｓｔ)で・６９．ＤＡｓで･ぷり

じR= か･つ７ 義･聊 靫 右 唄荷 てヽ ば９ 蜂 進行

に と も ひっ て 。簒 敬一駈９ に舎｢‘i る勿 轟

値 かご下 肪 つて いく現 啄･a 函 して い る。

こ叔 剛ﾖ 常 の檀 痛､嘸 践j, らヽ か7･ る 印 琢

に 簒 ず･く 弓 弩｡と一 致 し た こ とに9 ｀る 。

中 啓将３ 蝉て･は２餌 包Ｊり　　ｌａｏ

ＭｇＤ ・ ｐＡＳの袷瑠偏 ﾋﾞﾓｯ 亦く

なっｒいるのば ，々恥 という　　卯

外的 琴因 の影智 に よ･る めれ

も知れＱ･いが 朝霞 ひこ とla

わからＱ・い 。

次 にＭｓ(?とｐＡ ｓ の将 嘔

係 数１ み るヒぐ栽２.図Ｇ) 、

学 部迪｡行 に とも をい よ耳 の

恟 愈に!うる こ とか・わ か る 。

ご少tは 名Jg:邨に9･ る1･こつ れ

て バ眼数･敬信に対 可る低 項

の同 価匈 急啄に 蕃ヽけ る 分化

の返 飛加;;ご第(滴 Ｑり。ﾌﾞ)ヽつ

而老７-測 定 し７:いる 肴良が

稲・-の内包 のもの で・ａ るこ

と１ 示しているからずあろう。

｡小９ 跨 ５ 年､いら 中９ 跨Ｉ

紅.ｉ て一如際 妬ltか'。や や弱 く

釦
　
　

９

ｖ
Ｑ
　
　
　
　７
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Ｘ
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６
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％ £２
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図Ｆ
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３ 沁､卵/ ふジ タ ひ｡?9寸

図 斗 ．征 数･恥なに勿ｎ 短,!9

の孕周値･7'叡 巴(Ｍsり

qQ ．02 ，

３

9･5･　 な り ％ ‰
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出 て い る辱じ’ヵ’し5 へ、て･

な い 。

?･
り

口) 冒 数･数々に 短１･る迢 埃

と:７･:，の即 にに1けめＪ う

・ 鼎 係か'ある か ．

母霜 即係 収 Ｐ･＝ｌｏのＦ碕

甕で･( 覗 ヨ) ．１いklL

て順 忿 の戈 合 にしK- x･ ， ５

い ね噂 でil il, の場 合I攻χ･

の印ｌ 付し Ｅ ．･をれにJ｀

る と労力 とＭＳＬ)，ｐ紹・

霜 斟1a ほ ヒ んヒ･･の俘 邨て－

１％水嘩 で哺' 忿,で・あ る ．

なり とＭ印, 力相 関は 営

ぞ 進行に と£.な って強 く

ひ る傾 向にiりるな( 図？)．

ＤＡs てりｇ 、そ の傾 助か･み

られ るも のの ，小 学榛４

邨 から ６蛉 ぽて･dj 下 降し

て 恥り ．ＭＳＤと の朝嘔 ほ

と鮮 明でぶrな い ．

７ 刀と寡数有 嘗 に封 て

る婬J4 は･』ヽ労鋒 信 号匈:で･

に･兪り 嘔侈を く ．守 習内

嗜９･刺々ヽ しくｌ る 小寺蹟

なり'年 ヵヽ ら 中 邨珍 に刀ヽ け

て ．次第 に凋‘闇 パｓ くな

つていく も のと 児られ る．

j.ａ 労 ﾌﾞﾌと Ｍｓｐの司 隠

が-ＤＡs t の部 局 Ｊ り弦 く

現ﾀﾌ れ 答ご とも ．特徽 の

卜 って-i，ろう　．

いｊｉ で’、学 ﾌﾞ7

の麗 南は 余りli く

μ
　

鴎
　

陥

和
司

係

数

嘔
　
砿

表ヨ

図 Ｇ 卜４ＳＤと口鮎 の粗 略 恒･獣詞 祀
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５ Ｑ,／６占 2. ぷど6 ０,２６な 6.99 げ
６ Qj?ｦ ？ ／２ ．Ｇ;？が ゛･&

0.25 り･ 1;.8 ゛2 5' '゙･

中９

鏝

１ a.μ0？ 2 牟.656 ’゙” ’ ａ３２５ 14,6 μ5 を゙･゙亀

２ Ｑ｡５２９ 4./.9S ｀Q ゙ i･鳶 0..a.なり 26.999 ”
３ 0.詞 ２ ・ B.a513 ゛゙ 口.52μ ﾖ'５'

．
Ｇ ６ ０ ‘゙･ ゙

;欠に 教師にＪ る 延 度評 定よ 位 群・７,仕 群・ 宣戦･有 学に 吋 亨る無 郎匯 の

Ｆ均 値 の 笞.の蹄 兜ごを将 ろ ．酋 疸評 安.£位群 とは ５段 階凋 治鈴価 ひ躬 ５、

ｙ 位祚 とは に２ め緩陪 にJ=)ａ る ち1! ｔ･IE艮iL} う ．

二の珍 曳で･は ，饗 分散 とみなレこＪ ． ヵヽ と` うかて一才 搾 吃 の方璃 かヽ ･11な る

のてｰ．にrじ･夕)に 等 分数伍 誰.1の接 定ｌ 抒 っ艮 ．

泰９　 贋分散仮説 の湾 定　 ＭＳＤ

々稜
学な

Ｊ
df Ｆ£位鮮 下拙群

小

学

陛

.二ど ２μみ5 ∂//.1/ 夕 ぶ'/2Z? /｡と?ぷひ

ヨ ２ﾖ/.Q& μ 372.4夕々 7鮑2 /,ぷjj’

４ 7旅.41貧 j'ｸg.ｸｸa み/?O /.Qり
!; yお.∂/∂ 2?2.釣9 勿/訥‘ /,ﾉなな

６ /&ぶ.り/ 2｢9?.Xｸﾀ ｮ'邸･? /.S` '41な

中
学

校

／ /砂.S｀;な々 2S` 9.叔/ 覗/ｮ･6 /｡久?な

２ 3?516夕? /ｸぶ凛ﾌ/ 3;4゙ /冶 2.2?？
ヨ /99.9 夕 ぶ2.叫S ｦ吠2ｸ /,// 之

ｐＡＳ

奇鞍
今年

し？
好 Ｆj=祉群 ｀F孤群

小

宮

跨

２ Z.22 な 2.ヨ９ﾀﾞ ･冴/紳 /.ﾀｸS･

３ ／．９ ク12.3=2 ク 了朽2 ム&2/
4，/.夕ぷ'? 3.？剔 9外 。 /，,S`/＆

ぷ 2.ダ// 2.9,,5∂ F嶮 夕 /｡/∂･之

６ ｡2.ぷぷ9･ 2.？夕9 ｦQ/19 /./リ
中
俘

蹟

／ 2.&7S｀ 3.244 / ﾖ'9/76 ／,２２？

２ 3'.7匈;･ 2.2り 門yn /.ぷなダ
3 ’

ﾉ.夕忖 ２,ﾐ?9り ｦり7 /.,221`

等 命 肢 仮詫 は ２ ツ。水 嘩 で･有 疼、て･･ｙ りい、Tt 。　 平均電の笑のＦ職 定ヽ･μ 予う 。

聶10 教師向:る笛4 咎む 位牌・F収群のｉ鳶 齢批 れｎ 処渚彊崎y･9値の艦・跨ｔ　　 ＭｓＤ

噂跨･何年
平 均 優

d. 必 蒔 Ｆj二疸 群 下位群

小

学

苔

２ ／(り,7.3｀/ ○ g'9 、夕 ＱＯ ｊひ.9` IQ ･3‘Q 2 .夕3/ ｌ ／り57 夕.如ｊｔ
３ S`夕.おS･ ぷ9.り ９ ／夕.1?` 9･9 釦の,な,2夕 １／６& ／な.ぶﾌﾀﾞ 斧゙
４ ？3'.ﾐ?クタ ?｢ご･．ﾖ'タタ .2a 。（ﾌ2C 夕 3砧.如3 １／ ＆「 ２ ２ 、ｸ？∂‘ 片 ゛``

Ｓ ケ9.？/口 ぶぷ.9 ぶ２ yia･、ｸ４９ 3` /5,恥,3 １／ 弱 ク.27 ぷ゛峙

Ｇ ｳ･ク.2ﾀﾀ ぷ／．９∂Ｑ yS‘ 。3!S‘∂ 2??.94:3 1/519 ／６'．ぶ3'9 ･ ぐ゙そ

中
学

校

／ ｸ'9･。･なｹ･ひ ぷ∂.946 /7･.夕C7な ぷ?こ2'6.2/1 １／ｸｙ ２ ６ ．Ｃ)９な 畷゙'片

２ 9'1. なx5 σ ぷ／，Ｑ∂`９･ ２ひ，ヨ／２ ２鋒 、S` 9,S` ／／ふﾂ･ .2｣な ．ク/ダ! 齢

３ S‘,2，夕４９ 6¬?.&ｸﾀ ,２２．２ぷ？ 2yj.62S ‘ り 吋 ﾖ占。.夕j?2゙ 片゙
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－.2之－

ｐ Ａ Ｓ

労政･学年
平 均 迢

成 ご df Ｆよ仕群 下位 群

小

学
校

２ ｸ. 夕ぷ２ 6 ，5'ヨふ ／，０．２占 ２､･?Ｑ ？ １／ｹ9 占.517.な“

３ ６．９８６ ｔ ４３ろ /、5‘y o 2. 夕33 ｜／６Ｓ･ ／６．ぎ44ｸﾞ”゛

４ ｸ．／６３ ､ﾀﾞ.,5ぶ26 ／，夕Ｊ？ ２．ぷ∂ｸ･ ｊ／６／ ／μ､ ２Ｚ,ａ ﾊﾞ'外

夕 ぶ.55'y ダ々２?･ ∂、ａ 之S ） 2. ク/ ？ １／ ぎ,5’ 3` .悩 夕
６ ぶ３９Ｑ ぶ.2な７ /./ μ3 ２．ｒ／／ ツタ? ｸ､Ｑｇｙ ４゙

中
響

礦

／ ＆.5゙ 2 S‘ 々 ．９３２ /.ふS` ･ク ２．９２ｙ 「／汐 yy･.6S｀? ゛1゙
Ｚ ふ3E口 μ. 右'／２ ／．２･／ ９ 2. ？夕ぶ 「 ／ぶｸ /9./.29 ゛゙
３ ふ9?4 jな 、9･川 ,i。/S` 3 ２．／ぶ３ ｊ／ｙｸ ３２ ．μ? Ｊ坏恙

く｜ 呪,小 河7･･ ？i･ 4 の連 合･ａ ･･ sj　.ｙ ツsホ 曙 １・宥 免･． 塙 魯 口M･ を向4')

よ=の教 師 に Ｊ る 瓶 瘍扮lj= 征 司‥ 下 位 群 心貨 な・駝 労 に お 可 る 槌 攻 但 の 平

均 値の差の 政 定 結 果･ａ. 小 穿 跨 ５ 辱･包 めpAs ７-石 急 に な ら てｙ 小 学 蹟 ２ 知 也

の Ｍsワ，佩5 ･c l=1と=゙ ･5ら ら5' ｓ 水 噂 て'ii冑 ，他 は 可 べ'で Ｉ ｘ 水 導 て･・有 地 で･ｉ)

つ Ｒ ．

茄 述・ 蟹 政 傲 ９･,･x毎 寸 る 植 洵 と 教 師 に Ｊ る 舷 窓 評 定 の 相 聞 の揃 定 や
１Ｑ

のＦ 肉 の 菱 の 鍼 灸 結 果y･ヽら ． 敢 泌la 多 く の場 合 バZ ｔjを捷 の 回 数･靫 嘗 に 鮒

Ｔ る 梧 竣 訓ﾖ 玲 政 略 に よ っ て ．あ る 程 度.ヱ台 に 評 狛 し て い る ヒ 考 え ら れ る ．

し か し ，次 の 図10 の凋 略 図 ヵヽ ら わ ヵヽ るJ: う に 丿 尽ｔ 生硬,7) 算 数有 学 に 叡 ７

る態 度 と 教 師 に Ｊ る 鮭 麿評 定.の 間 に は 力ヽ な り の ず れ が み ら 奴 ， 今 筏 め 問 刄

と し ひ け れ ｒ Ｑ ら な い 点 ひ;5 る ヒ 考'瓦 る ．

図 １０ ． ，ｉうる労籾 めりIQｔ ｅ勁・ 載･･靫９･にｔri==!４!,瓊冊(ＭｓＤ)と数 阪 こよa蛎旭i.妙 頌 嘔宿
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両 目 にr敢･師 に Ｊ る 恒 廳評 定 と岸77

の糊 闇ｉ 示 しｋ も ので囁 る 。粗 関 係

靫 は 呉哨 ﾌｐ゚･び,μ 仁 呉 畠９ ∂｡幻 ６乙･

い Ｔ れｔ 強 く ，母 禰 朗 係 数ｅ･゙  Ｑ ａ

糎 定 て・に1い1"' れ ５ 』％水 堺 で一苓 意,て・

あ つＲ,。

歌 詞 のEi 営 観 察 にＪ４ 尨 鳶貧 を に，

９力‘s･ lg 絢 と し て 行1;ヽ つ て い ると の

推 測 も底 り 立 フ 。

表μ．狩師に姑轄利欲 岬 加:の部 屈
ｊ T` Ｆ

小

qi!1

域

２ Ｑ,６２占 な? ，μ ２ ／ ゛゙‘ ″４'

３ 口､ク２？　　ｌ ／２ＳりJS ｀べ･外

４ (ﾌ,?･､?ｉ　　ｌ　／／?．２Ｓ･夕jを゙ e'

ｋこl と夕.Sり ぶ` ／?ｊ ．妙 ６片差

＆ ∂. クj'S ‘ ／／２'．μ６５゙゛を゙

中
学

脩

／ 貳5｀/6 ２ぷ?｢．／∂` ･ｙ ぞ゙跨

２ ∂.j;卯 ／∂ｊ≒２釣 そX`

３ ∂.7･μ.な // ぷ，ふｒ? ゛゙

４ ．まとめ と.今伸 び)擾題

田　 簒敬有 掌に対７ る尨削ｊ･義恥;常 命緩栢･れａな譚･進行にt. ６ ひって 下

７ つていくこヒ詐 わかった ．このことla 掌習哨容ａ有 易友加 陥係か･欠

芒い と忌幻 れ ，範攻ａ 低下ｉ 完全 に辞消了 ることig 困難7;i:･こヒＲ ろ̂う．

しヵヽし召鴬 の救 貳 突践 の中で≒ ピの敷石1=て蛙ー戌の池 下む'戈５ く ．と’の

ようＱ一指薦方砥ｌ とお ば袷度(･)向 上ヤ碍られ るのヵｘＷ の実験 研究に.Ｊ

-つてーさ しビ 随冷酷Ｔ そ防げ･る ヒ考える ．

な) 算数,数学に財ｌ る勿 冷ヒ労力の闇に･ａ租陥ｙ あり ．しa 峙 学郊進行

にﾋ. もなって 強 く,ｎ･る傾向ｙ 示しrE ， 守刀Hii, dりjると雄 煥ｒ 高くなる

のヵに 態 雇ｉ 高dりるヒ９ 力z･ヽヽ 忘くな るのか ，そのいＴ 刺.ｒ 好驀慕ｉ 色

み出 せろ のお わのらＱい ．今回でーは成拓1咤灯夕.は･･乾jEiヵ喋い哨病 気その反

密・1々 いて･・t, a･い ．今筏 もっ七妨急母Qヽらの吸 気，･ｒ活発に行 わ恢ゐ こ

ヒフ･顎侍びれ:S 。

(3) 教師1g 児1･ 依役.,ｸ)１` 政教 守に対可る笥 巌ｉ 函る埓J=9正者に脚一価 し て

いる拶,託り; それ１ 行う鳴φ ．労力Ｆ 哨寂に しｔ いる とも考えらl・t・ ．

しヵヽ しｔｔ 引 疋.のＷ影一身 営IJ け る旭 暗色 と教師,ａ: る艇 破評 咆の

腺,x は くいちｒ いﾓ, みくq. ら奴ｌ,という問 邪点S･も つＴｌｊｋ ． 原廷11

考え･c a,ると，q) 吼１１従 恥ヽ官分 ．剱 庖をll 定暗涙に正直 に駝入し１

ｎｌ ‘)1:1　＠胎 師･７・.･･4熊 度評 定,や烏 ん数の１･ｒ)｢ Ｘ ｌん十今」く杷 磯

で３ ない　 ③測 定呵り,の親鳥と．ｒ曾靫倣きに帰罹吋17 とりく んて・･いゐ

かJIr 酋:噂に ・`叱教師の旭渚評兜゜観 照‘7)闇'･゙ Ｔ'jれか'ある　 哩)五政所

輯対評価に:Ｊる教師の覧冷評 呪|･こ鮮1ｑｒ あ ゐ(l) 剤宛 凧具111萍に問廻

詐ある ，嘗ｒ あ け:らft 、欄推 にからみ合っＲ 飴 呆'c し て忍 っ托もめ２‘

だろう ．

教節 によろ拷冷評定は．1尼ｔ を扮の内面一打動におけ る婆･裂･数学Iこ片

－μ －
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ｉ る裕 次によ り迎 い=恥ｒ･抒 わることｒ の を咽 しい と刄え られ 。教 師に1

夜気に 乱・ける 観 察 Ｓ士 ヒしっっ ，遠乙ａ 評ヽ 価 方砥ｌ 閤 な に 蛙 浚 の向

上にね 立｡`でて行 べ２ ヒｒ 唾 啄７- j， ろｔ罵 大 石 。

鮒　 算 数･敢‘俘に 匍･てる態 度 と学殖 の 勉弦に斡耳 る昭 良め陥 に に 強 い期南

があっ Ｒ ．これ１１１ 靫･数労に台 し て 芯い態 度 を折 つ焉,･ａ姓ｙ 歌詞 の勁

弛 に右rして む高 い態 鳥ｌ もって い る･!=毒えら れる。今持 合教泗x･ らヽ,;;,悒

良研 嘔ｒ 弩ｌｋ よ う 。

匈　 現収ｌ で･のE1 2c;i の・ 渚研９ ごはー。そ の測定｡囁累 め敬tａ,外国 で･間 発 され

死も のの和 旅Hi 琢しマさＲ ．Ｍ ｓ ９ ｒ;;： 日系泌･むの丈化 に凶 応しＲ 笞吸

敬'守に 細‘1' る剰 逆 用具 ヒｃ て開発 さ少LR も のてあー る ，

算敬･崔 労に所 耳３栃一良 と喋x7 。 ７ 魁 の勉弧 に対1≒ら尨 飛 の俘知 世行

にぷ｡‘ける:Fa関係数 の変化( 邑７ ， 回バ?) てヽヽ１ こ汲ＲＪうじ:，日 岑 で聞

発さ飢ｉ=１ ＭＳｐの応か･pAS‘ a 。 も９ 年 進行にヒ む5-う４ 伺 を折撒 づ･け て

いる こヒば 。日'３,の･女化ボ 轟 合しＲ 耐宛爾某7･４ るこ とヒ 無縁 ７・ば;iヽ

いＪ い７迅 わ大 湊 ，

蜀煥に本碑9. に御狐導下さっ-Ｒ.免田μy 教授湯だ部氏．掴登・ ａ・

御嗚力Ｔ,ぴ` つａ浅舞小労政 ’蛭夥小り:応 ．浅偶中啄殺吟３攻職 顎各位

に唇く感諭f･ しおり’る．

参　 考　 丈　 翫`

(ﾘ Ａ亀yｖ･・，Lｔｗ;ｓ R.，ぐ印9 勁At は ｕ.XaT;, ｗoJｒわ/1轟 ・７y1吋 回 ｋ４ｊ sこ;肘てぃn

1 匹゙c ゛ Ｍ測1 巴S ぶ 心; Ｓ山 川5cj ゛ａ 仙`‘{ Ｍ ぷ･e 伽ふ ｃμ り 叩｡22?-z3 京

樹 早坂　 ｔ(IWI) イ 哲々泗:如 ，じ歿刹9 硝 安LJ 宮城 雌 鳥客専門孝睡ａ 噴紀 蓼

冪13 弓rr. s? －【oら

圀 北'‘1 詩 零よgi 鳶=Ｅ 野蕩(1qGo): 「 鐘 計 俘通袷 」 そ立ｔ版郷蔵`会社

陶 訟 岡元亀 にがり ；｢' 他歌詞 」;･Ｊｐ･胃々'苛，rり見Ｒ刄敬一裴々め々77の脊涯』 日１･裂孝駄Ｓ

々刳 路･ａ Ｍ増刊 散 学骸宮号佃凭Vpf　rr. 卜 り7･

櫛 弑 圀=元な,Ｃ ９ク？):「jlr恥1=弱 いぷM5 の心 理 にワい'z.の宗験 研尭丿 如と数々教訓障･11･

饗Ｍ･， Fr 5'9 一 加

尚訟 両･元々,09＆jｙ 「'小り･蹟 児１,･,=靴斜 別好携 め傾 向ｌ 鳶幇の営習禰 導のあ･吋 」

･il北 敬旁i哺 噂会裴，寥IMi rr. ４ヨー52

c･り渠　 ａ 郎｡(削･?パ'‘ 敬１學物･1ヽ‘9!跨歌11 一望 孝姫の敬学ぺａ詠 鬼と４の?箭 謎についてｊ

日刈９ 價･119会訳･ 鴬 ４ を

(りMi 知.↑a Sa．bｗｒakﾒ:lq ？?2

Fr．141－1引

り:k ” ゜.cT゙ 12 ボ･ ｀り: ゜.Gつ⌒ｏ叩1･y Sp P ｒ・籾 ゛

一gダー
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しys;4･タ バりぷ ｒｎｇtljyｅｙ`夕fのｔ 好 ５ ･･２９･･－ｎ ｃ ｐり･f eｙ` 必Ｊ; 心1 ，jﾖ21 歌゙t 鴎1rri‘9

魯 ま丞･　寥 ４ を　 俘ﾉ お －j9

削　 夕 汐 ９. ri･S 6 ･･･-･り し ，（ り ク?片 に4 ．E χａ●･．1 1 4t ｄ ’ＭＩべ ）f↑ｋ･ｅ.Ｒｅ廠b;| 心.s

叶 几 ｆヽee S ｀ca.laｓ 叶 Ａｍ ね 心 陥 ｗ い 或ヽSck6 ．1 M X k ,e 4。 ．,Tj･ c,s･ﾁ,７ヽ

丹 ｏ叩 ｃ゙
ｎ
’`゙ｅ 引 ゛ ｇ－べ’ａワS ’ｃし ｑiT

’ｅＧ．c・
ｋ Ｔ
゛5･づ
ｙg=
しPa ／
ぐ1　 日ｉ

敏` 斜 数119

会 誌｀　渠 ４ 巷　P r. j22 9 －24‘・2

（洵　 汲　･ 百 軋 ぐ･/9押j ）丿 小 字 避 敢 貿 忍･;1 学 な の 貨 靴 に 灯 て る 笏 嵐
へ ・･聳 靫

料 お 口 研 空 （ § ｇ ）の 影 響 」 り 如 塘 ’a勺 令 低-　ij5 ’を　 叩 Ｊ ７－ １?７

前　 浸　 ｓ 夥 夕? 卸･）；　ｒ 曹 靫,き･穿,･こ肘1 ｀ろ 犯 雍llr･j ｔ て るFとの に 間 登 ｊ

れ Ｒ．ｓ ｐ 尺 曳 に っ い ’こ.j 寥j4 回 日 本 敬 ４ 教 育 常 会 袷 丈発表会 篭 表 恥:l

叩 ．Ａ．７ － ／ら.12

Q2 ） 湯　 三 部 ．り ９･ｎ Ｊ^ ｉ 敬 何 肛 瑕 研 嘸.今 講･ｇ 数 々 系 傷 依辞 と非 数 學 吸

穿 を 群 の 管 数 に 対 丁 ろ,妨 滝 の 汰 政 ｊ り. ヒヽ 北.匯 靫 管 敬 嗇 基 礎 的司 や 佃 勿（:

年 靫 ）．篁 ７ 号 ．叩 り －151

㈲　 漫　 Ｅ 郎 ，り ９ り ；「 冒‘11 を 籾 昔1･こ も と･1･」,成 程 固 小 菅 薇 駈 ａ 万々 々

生･ﾛﾆﾆ め ａ ＬｉＭ 叶 型 数 々 的 雌 度 罰 受 用 呉 の 開 発 丿 豚 幇莉駝 右労 令 昿 第 遵

ｒＰ　り －19

（14り　 順　 Ｅ 郎 ，０ ９ り ：「 Ｍ 釦 に よ り･ こ・1 定 ３゙ 叔 瓦 ∠l 数 詞 敗 将 研 官 ｉ 受

譚 し７ い る 数々 系 膏 包 群 の 曾 靫 に 細-１･ る 態 度 に つ い て 」.ｊ 北 靫 な 数IEi

？ 登 年 報 寥 １２弓　 叩
一
３－【２

（陶　 汲　 ヨ.部 ．折 々 木　 久 ．（19 り ：「 あ る 呼 塔 絞 に 匯 咎 し ７ い る･･主既 の

忿 り 的 櫃 斑.ヒ 数 学 ． 或 媚 の 開 係 」 申北 北 陸 ぎ 学 祓 賓 基 吸 的ａ 官 籾 帑 （

年 報 ），第9 ｀号 ，PF, 嘔－２Ｆ

（剔　 汲　 ｔ 郎 ，ぐ/仔 卜）：「 買 収’,数 な に:か 可;=!,処 ４ 測 定yi; 展 Ｍsり ｇ 察 也i裡 ヒ

信 弱 推 にこっ い ズ 」 ． 篆26 図 爾ｔ ４と綾 歌 啄 裂 有 碁 礎 的 政 党 会 郡 辰 奇 蹟.

（･7） ぢ 塚 正･ ｌ: ，り ？叫･ ）；「 数 々 的 尨 埓 に つ い て」 漿 之 教 導 戮 盲 ９ 会 年 秘 ．

気 ぢ 弓 ， 即･ ｙ 一 回

り 幻　 三 塚 正 臣 ，り? ？5’）； 「 良 きP こな「７;s 鰐 瓜 の 楳 凋1 こつ い て ．」　 承北 駄

営 兪ii 々 仝 ・ ７ ‘g 号 ・PP.G3 － ９

㈹　
ｙ･ｅ眉

ら 函. 心 ｄ　 ｃ ，り96 り
‘’T’he 

？刮 ｅ 叶 μ 以 以 山 ふ ．

ム ａｙｙぶ,
ｊ ９
．拓 ａ。 以.Xcoj　A ｙけ臨 心 Ｕ ｃ

， 丁ｅ･Q..岫 ｅ` y` 16 ・　|？. ９ 卜 瞰 ）

卯 ） 戒 伯 が ｔ, 臼 卯 助 ；r ;9･ 笥 今 救 に 石` け る 概 念1 ‾ixl j の ｓ Ｄ フ・ロ フ ィ

ー･り. Ｅ’ぶ 奪 和 敏 々 ９ 会 認･ ，篇･３ を ， 叩 ．｜ － ５

卯　 佐 伯ｌ ｔ ，Ｇ ９７９に
ｒcF 匂
’な 倣 な ａ マ 千 一 ７’メ ント ’ス コ ア ヒ・ そ･･･ 粉･

JI ・ 欄 低 妁 変 数 」 ． 日 荼 敷 網 兪11 々 登 拠･ ，ｉ･ ４ を ，俘. 冽 － ，６３

べ, 夕`－
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（功 祝砲 仮宅 。Ｗ,滝　 循 ．り９９ ）：「 名妓悛甑々労力，ヵ同 系列合吟 とＳｐ

７０=ｆフ・･－n・」，日水良 孝靫li 学 会誌・笥 ら２ を ，叩.゛9 －Ｊ４

Ｏｎ　ｔｈｅ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉ ｐ　ａｓｏｎｇ　Ｐｕｐ１１' ｓ　λｔｔ１ 七ｕｄｅｓ　ｔｏｗａｒｄ

Ｓｃｈｏｏ１　Ｍａ．ｔｈｅ゛｀｡ｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｓｃｈｏｏｌｉｎｇ ， ｈ１９　Ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｓｃｈｏｏ１

Ｍａｔｈｅ゛‘゙ ｔｉ ｃｓ　ａｎｄ　ｔｅａｃｈｅｒ　Ｒａｔｉｎｇｌ　ｏｆ　Ｐｕｐｉ Ｐ ｓ

Ａｔｔｉ ｔｕｄｅｓ　ｉｎ　ａ　Ｍｉｄｄｌｅ－Ｓｃｈｏｏ１　Ｄｉｓｔｒｉｃｔ

ｂｙ

Ｔｏｓｈｉｔｓｕｇｕ　ＦＵＫＡＧＡＷＡ

（八bｓt ｒａ.ｃt,ed ）

工ｎ　 七ａｅ　ｓｔｕｄｙ ， ｗｅ　ｉｎｔｅｎｄ　ｔｏ　ｄｅｓｃｒｉｂｅ　ｔｈｅ　ｉ ｎｃ１１ｎａｔｉｏｎ　ｏｆ

ａｔｔｉ ｔｕｄｅｓ　ｔｏｗａｒｄ　ｓｃｈｏ０１　口lat ｈｅｍａt;ic ｓ　ａｎｄ　ｓch00111ng　Qf　c ｕｒｒｅｎt

ｅｌｅｏｅｎt ａｒｙ　and　j ｕｎｉ ｏｒ　hi 油　 ｓcho01　p ｕp11 ｓ .　admir113 t ｅｒｉｎｇ　＝ainly

tｈｅ　ａttit ｕ(11nal　in ｓt ｒｕコ ｅｎｔ　ＭＳＤ　ｗｈｊ．･ｃｈ ｗａｓ　ｄｅｖｅ１０!)ｅｄ　ｉ ｎ　ｏｕｒ　ｃｏｕｊｌｔｒｙ

ｆｏｒ　Ｄ･ｅａｓｕｒｉｎｇ　ａｔｔｉｔｕｄｅｓ　ｔｏｗａｒｄ　ｓｃｈｏ０１　こａthe
｀
ｍａ.tic ｓ 。

？ｈｅ　ｒｅｓｕl 七３　０ｆ　the　 ｓt ｕd ｙ　ａｒｅ　ｓv胴T:1.ａｒ1 ｚｅｄ　ａｓ　f0110 ｗｓ エ

( １)　 Ｓｃｏｒｅｓ　
ｏｆ　ａｔｔｉｔｕｃｉｅｓ　ｔｏｗａｒｄ　８ｃｈｏ０１　ｍａｔｈｅｍａｔ･ｉ ｃｓ　ｇｒａｄｕａｌｌｙ

ｄｅｃ! １ｎｅ　ａｓ　g･ｒade ｓ　p ｒｏｇｒｅｓｓ　f ｒｏ口1　ｓｅｃｏｎｄ　t ｏ　ｅｉｇｈ th　g ｒａｄｅ
・

(2)　Co ｒｒｅ:Ｌａｔ１０ｎ　ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ａｔｔｉｔｕｄｅｇ　ｔｏｗａｒｄ　ａｎｄ　ａｃｈｉｅｖｅ－

【：;ｅｎｔ　ｏｆ　ｓｃｈＱｏ１　;ｎａ こhe ｕａtic ｓ　ｇｒad ｕally　 ｉｎｃｒｅａｓｅｓ　ａｓ　ｇｒａｄｅｓ　p ｒｏｇｒｅｓｓ
・

(5)　Fai ｒly　 ｈｉｇｈ　ｃｏ
ｒｒｅｌａt ｉｏｎｓ　ａｒｅ　ｏｂｓｅｒｖed　bet ｗｅｅｎ　ａtti t ｕde ｓ

t ｏｗａｒd　 ｓｃｈｏｏｌ　 ｍａｌtｈｅｍａt ｉｃ３　ａｎｄ　ｓcho011ng'
・

(4)　Not　 ｓo　hj.
ｇｈ　ｃｏｒｒｅｌａt １０ｎｓ　ａｒｅ　ｏｂｓｅｒｖed　bet ｗｅｅｎ　ａttit ｕｄｅｇ

tｏｗａｒd　 ｓchoo1　1 口ａｔｈｅｍａｔ１ｃｓ　ａｎｄ　ｔｅａｃｈｅｒ　ｒａｔｉｎｇ　ｏｆ　ｐｕｐ１１' ｓ　ａｔｔｉｔｕｄｅ３ ．
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